



別紙様式１－２（第３関係）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　w-SDS管理者 → 総括安全衛生管理者 → w-SDS管理者
	総括安全衛生管理者
受理年月日
	総括安全衛生管理者
承認年月日

	・　・
	・　・


　　　　　　　　　　　　タイトル　　　電気炉　　のｗ－ＳＤＳ

　　　　　　　　　　　　新規作成・改訂・廃止年月日　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　ｗ－ＳＤＳ管理者氏名（所属・職）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究室名（棟・室名）　　　　　　　　（　　　・　　　）

【個別事項】
	階層別の管理責任
	区　分
	根　拠
	項　　目
	適用確認

	学　　　長
総括安全衛生管理者
	系　長(安全衛生管理者)
	機器等管理者 (教職員)
	機器等使用者 (学生等)
	
	
	
	

	Ｃ：研究室、実験、作業等の個別にかかる規定

	○
	○
	○
	
	点検・検査
	安衛法38，45
	設置時の検査、点検

定期検査、定期自主点検、始業前点検、点検記録等
	

	○
	○
	○
	○
	点検・検査
	仕様書による
	定期点検、始業前点検
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則248
	高熱物を取り扱う設備は防火構造とすること
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則255
	高熱物の飛散等による火傷等防止措置をとること
適当な保護具を用意し使用すること
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則290
	設備と建築物、その他可燃物との間隔、しゃ熱による保護
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則339
	停電作業施錠
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	安衛則347
	感電防止措置
	

	○
	○
	○
	○
	安全基準
	長岡市
火災予防条例3
	・電線、接続器具等は耐熱性を有するものを使用
・短絡を生じないように措置すること
・炉内の温度が過度に上昇するおそれのあるときは自動的に熱源を停止できる装置を設けること
・炉の周囲は、常に整理及び清掃に努めるとともに、燃料その他の可燃物をみだりに放置しないこと
・炉及びその附属設備は、必要な点検及び整備を行い、火災予防上有効に保持すること
・電気を熱源とする炉にあっては、前号の点検及び整備を必要な知識及び技能を有する者として消防長が指定するものに行わせること
	

	○
	○
	○
	
	作業環境測定
	安衛則587
	電気炉により鉱物・金属を製錬・精錬する屋内作業場
	

	○
	○
	○
	○
	保護具
	安衛則593～598
	危険有害業務作業時の保護具等
	

	○
	○
	○
	○
	健康診断
	安衛法66

安衛法施行令22

安衛則45
	危険有害業務・作業等の健康診断　（高熱・暑熱）
	


備考　本様式は、労働安全衛生法及び労働安全衛生規則に基づく区分により法令根拠等を示したものである。実際にｗ－ＳＤＳを作成する場合は、ｗ－ＳＤＳ実施例を参考に各機器等ごとに適用される法令根拠等を確認の上、作成すること。
【作業手順と予測される災害事象】
	No.
	作業手順
	予測される災害事象

	１
	炉内を点検する
	使用直後に気付かず高温の炉に触れ手指を火傷

	２
	炉のスイッチを入れる
	

	３
	保護具を点検し着用する
	

	４
	温度を設定する
	

	５
	温度を確認する
	

	６
	試料等を炉内に入れる
	

	７
	熱処理する
	炉の周辺の可燃物に着火し燃え広がり、身体の一部が火傷

	８
	試料等を取り出す
	高温の試料等に触れ身体の一部が火傷

火ばさみでつかんだ試料等が落下し足の甲に当たる

	９
	炉内を点検する
	

	１０
	炉のスイッチを切る
	

	１１
	保護具を外す
	


備考　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
【評価基準】

	(1) 怪我の可能性
	
	(2) 怪我の程度
	
	(3) 危険に近づく頻度
	
	リスクポイント
	リスクレベル

	確実である
	6
	
	死亡・就業不能
	10
	
	　頻繁
	4
	
	14～20
	V

	可能性が高い
	4
	
	休業災害
	6
	
	　時々
	2
	
	12～13
	IV

	可能性がある
	2
	
	不休業災害
	3
	
	　めったに無い
	1
	
	9～11
	III

	可能性はない
	1
	
	微傷災害
	1
	
	
	
	
	6～8
	II

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	5以下
	I


【リスクの見積り】

	No.
	予測される事象
	怪我の
分類
	(1)怪我の可能性
	(2)怪我の程度
	(3)危険に近づく頻度
	リスク
ポイント
	リスク
レベル
	優先
順位

	１
	使用直後に気付かず高温の炉に触れ手指を火傷
	火傷
	２
	３
	２
	７
	II
	３

	２
	炉の周辺の可燃物に着火し燃え広がり、身体の一部が火傷
	火傷
	２
	６
	２
	１０
	III
	１

	３
	高温の試料等に触れ身体の一部が火傷
	火傷
	２
	６
	１
	９
	III
	２

	４
	火ばさみでつかんだ試料等が落下し足の甲に当たる
	火傷
	２
	３
	２
	７
	II
	３


備考　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
【妥当性の確認】

	No.
	予測される事象
	対策
	(1) 怪我の可能性
	(2)怪我の程度
	(3)危険に近づく頻度
	リスク
ポイント
	リスク
レベル
	妥当性

	１
	使用直後に気付かず高温の炉に触れ手指を火傷
	使用直後である旨表示する
	１
	３
	１
	５
	I
	３

（条件１）

	２
	炉の周辺の可燃物に着火し燃え広がり、身体の一部が火傷
	炉の周囲１ｍ以内に可燃物を置かない
	１
	６
	１
	８
	II
	１

（条件２）

	３
	高温の試料等に触れ身体の一部が火傷
	高温を保ったまま試料等を使用する場合は保護具（前掛け、皮手袋等）を使用する
	１
	６
	１
	８
	II
	２

（条件３）

	４
	火ばさみでつかんだ試料等が落下し足の甲に当たる
	試料の形状に応じた火ばさみ等を用いる。同時に複数の試料等をつかまない
	１
	３
	１
	５
	I
	３

（条件４）


備考
１　記載欄が不足する場合は適宜追加すること。
２　優先順位の高いものから実施すること。
３　妥当性を確認する際、その対策を人間に委ねる場合（例として、「作業する際は防護服を着用する」といった対策をとった場合、作業服を着用するかどうかはその人間の意思又は過失等によって変わってくる。）は、妥当性の欄に条件付きであることを明示すること。
条件１：使用直後は高温であることを示す表示を行う。
条件２：炉の周囲１メートル以内に可燃物を置かないこと。

条件３：保護具を着用すること。

条件４：試料の形状や重量に応じた火ばさみを使用し、複数の試料を同時につかまないこと。
－1－

